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第４回定例会　12月12日～15日（４日間）

９億136万円を追加し　総額89億1735万円

公共施設の電気代アップに財源確保

町長から提案された補正予算、条例改正、人事案件など17件を慎重に審議し、
原案どおり可決された。
また、一般質問は７名が行い、さまざまな角度から町の姿勢をただした。

町の不登校児童生徒等の居場所づくり事業（ほっとスペース「ウィ
ング」）に係る県からの補助金

ふるさと納税額の増加による、事務費及び返礼品に係る費用等

体育館の経年劣化による長寿命化と、避難所や学童保育、放課後
子ども教室として使用する施設の増設を行うもの

中学校統合整備計画に基づき、腹栄中学校を新設校の規模に対応
するため、校舎等の改修工事を行うもの

小中学校・庁舎をはじめとした公共施設等の電気料金が高騰した
分を補うもの

令 和 ４ 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算

主な事業

子育て家庭支援事業補助金　506万円

ふるさと納税促進事業　5938万円

清里小学校屋内運動場長寿命化改良事業　２億5245万円

中学校規模適正化（統合）事業　４億3441万円

原油価格高騰に伴う光熱費（電気料金）の補正　2056万円
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問
（
荒
木
議
員
）	

	

子
育
て
家
庭
支
援
事
業
の
内
容

は
。答

（
学
校
教
育
課
長
）	

	

県
が
不
登
校
の
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
事
業
に
対
す
る
補
助
金
を
創
設

し
、
町
の
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
「
ウ
ィ
ン

グ
」
事
業
に
対
し
補
助
を
受
け
た
も
の
。

問
（
林
議
員
）		

県
の
港
湾
事
業
に
対
し
、
負
担
率

を
軽
減
す
る
交
渉
に
つ
い
て
進
捗
状
況

は
。答

（
建
設
課
長
）	

	
	

県
は
事
業
手
法
の
選
択
や
コ
ス
ト

削
減
に
努
め
る
と
回
答
。
町
と
し
て
、

引
き
続
き
負
担
率
の
軽
減
を
要
望
し
て

い
く
。

問
（
福
田
議
員
）	
	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
の
た
め
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
が

追
加
さ
れ
て
い
る
理
由
と
、
交
付
率
は
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
は
12
月

末
で
終
了
だ
が
、
そ
の
後
は
ど
う
な
る

の
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）	

	

休
日
・
夜
間
の
窓
口
に
従
事
す
る

職
員
の
手
当
を
追
加
し
た
。
12
月
４
日

現
在
の
交
付
率
は
56
．
４
％
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
そ
の
後
は
未

定
で
あ
る
。

問
（
竹
本
議
員
）	

	
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
と
期

末
手
当
の
増
額
の
理
由
は
。

答
（
総
務
課
長
）	

	

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
職
員
の
給

与
を
改
定
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に

お
い
て
も
改
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
。

問
（
前
田
議
員
）	

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業
費
補
助
金
の
返
還

金
が
約
６
５
３
０
万
円
だ
が
、
要
因
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

	

令
和
３
年
度
は
接
種
率
93
．
４
％

と
高
く
、
未
実
施
分
の
約
６
６
０
万
円

の
差
額
が
発
生
し
た
。
集
団
接
種
が
多

く
、
約
４
４
０
０
万
円
の
費
用
が
軽
減

さ
れ
た
。
ま
た
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や

接
種
会
場
の
委
託
料
の
入
札
残
額
が
あ

り
、
国
へ
返
還
と
な
っ
た
。

主
な
質
疑

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

高い接種率でもスムーズな会場

いつでも相談に来てね

休日・夜間も受付中

令和４年度特別会計補正予算

国民健康保険特別会計
補 正 前　21億8570万円
補 正 額　　　△594万円
総　　額　21億7976万円
主な内容　人件費の減額、機器の導入等

ペイジー口座振替受付サービス
～４月から口座振替がスピーディーに～
　町税等の口座手続きが役場でできる口座
　振替受付端末機の導入

　169万円
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新
設
中
学
校
の
校
名
と
所
在
地
等
の

制
定
に
つ
い
て
議
決
し
た
。

　

今
後
、「
新
し
い
中
学
校
づ
く
り
準

備
委
員
会
」
に
お
い
て
校
歌
、
校
章
、

制
服
、
通
学
路
等
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）		

校
舎
、
体
育
館
、
運
動
場
、
プ
ー

ル
等
の
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は

様
々
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
住

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
用
途
を
決

定
し
て
い
く
。

問
（
磯
野
議
員
）	

	

体
育
館
の
社
会
体
育
で
の
利
用
に

つ
い
て
、
条
例
の
改
正
は
必
要
な
い
の

か
。答

（
中
学
校
統
合
推
進
室
長
）	

	

今
後
の
利
活
用
を
検
討
し
て
、
必

要
で
あ
れ
ば
新
し
く
条
例
を
制
定
し
て

い
き
た
い
。

決
定
さ
れ
る
。

【
新
設
中
学
校
名
】

　
長
洲
町
立
長
洲
中
学
校

【
住
所
】

　
長
洲
町
大
字
腹
赤
７
３
２
番
地

　
（
現
在
の
腹
栄
中
学
校
）

【
施
行
期
日
】

　
令
和
６
年
４
月
１
日

問
（
磯
野
議
員
）	

	

統
合
し
た
後
の
旧
長
洲
中
学
校
の

用
途
は
、
条
例
と
同
時
に
示
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。

町
立
学
校
条
例
及
び
町
立
小
中
学
校
屋

内
運
動
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
等

学校の跡地をどう活用するか

問 （林議員）
原油価格高騰に伴う電気料金の補正

は、地方公営企業法第17条３の特別な理由
に該当するので、一般会計から補助金を支出
することになったのか。

答 （水道課長）
燃料の価格上昇で、予算に大きく不足

が生じた。この影響の緩和対策が特別な理由
に該当するため、補助金の対象とした。

令和４年度特別会計補正予算

後期高齢者医療特別会計
補 正 前　２億5570万円
補 正 額　　  △325万円
総　　額　２億5245万円
主な内容　保険基盤安定負担金の減額

介護保険特別会計
補 正 前　18億4661万円
補 正 額　　   △138万円
総　　額　18億4523万円
主な内容　人件費の補正

水道事業会計
収益的収入
　960万円追加し、２億4243万円
収益的支出
　1075万円追加し、２億4205万円
資本的支出
　40万円減額し、１億1339万円
主 な 内 容
　�人件費と電気料金高騰による動力費の補正

下水道事業会計
収益的収入
　754万円追加し、８億5691万円
収益的支出
　1551万円追加し、８億1761万円
主 な 内 容
　電気料高騰による動力費の補正
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問
（
竹
本
議
員
）	

	

監
督
職
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
の
、
高
度
の
知
識
、
技
能
又
は

経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
い
う
の
は
。

答
（
総
務
課
長
）	

	

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
で
特
命

の
任
命
の
職
を
受
け
て
い
て
、
他
の
者

に
代
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
等
の

場
合
。

問
（
磯
野
議
員
）	

	

町
民
の
暮
ら
し
が
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
給
与
を
上
げ

る
提
案
を
し
た
理
由
は
。

答
（
町
長
）	

	

町
民
の
経
済
事
情
等
は
理
解
し
て

い
る
。
人
事
院
勧
告
の
基
準
や
、
報
酬

等
審
議
会
の
答
申
を
得
た
う
え
で
の
提

案
で
あ
る
。

　
公
募
に
よ
ら
な
い
指
定
管
理
者
の
期

間
満
了
に
伴
う
２
年
毎
の
更
新
。

【
相
手
先
】
ア
マ
ノ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社

問
（
竹
本
議
員
）	

	

２
年
間
で
、
町
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
並
行
し
た
取
組
を
考
慮

し
て
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）		

駅
の
あ
り
方
等
、
全
体
的
に
検
討

し
て
計
画
を
し
て
い
く
。

　
町
の
養
魚
振
興
等
に
寄
与
す
る
事
業

を
行
う
た
め
、
長
洲
き
ん
ぎ
ょ
村
を
無

償
で
貸
付
け
る
。

【
相
手
先
】

　
有
限
会
社

　
ア
ク
ア
ラ
ン
ド

　
徳
永

【
期
間
】

　
５
年
間

問
（
田
成
議
員
）	

	

提
案
さ
れ
た
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
く
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）	

	

町
の
養
魚
振
興
や
地
域
活
性
化
が

条
件
で
あ
り
、
事
業
内
容
を
書
面
で
提

出
さ
れ
た
も
の
を
年
に
１
回
評
価
す
る
。

地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

長
洲
駅
南
口
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の

指
定

長
洲
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

財
産
の
無
償
貸
付
け

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

人
権
擁
護
委
員

再開が待たれるきんぎょ村

人
事
案
件

髙野　敏美氏
（建浜区）

令和４年12月22日～

福田　倫子氏
（建浜区）

令和５年４月１日～

審議結果　＜全議案可決＞ 賛成…○　　反対…×
＊議長は表決に加わりません。

この審議結果は賛否の分かれたもののみ掲載しています。

全議案は議会HPから
ご確認いただけます。

議案番号 事　件　名 田
成

前
田 林 荒

木
福
田

竹
本

福
本

磯
野

浦
邊

徳
永

濱
村

松
井

濱
㟢

福
永

議案
第43号

長洲町長等の給与及び旅費に
関する条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○
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現
在
故
障
し
て
い
る
未
来
館
の
空
調

設
備
の
設
備
を
改
修
す
る
も
の
。

契
約
金
額　
１
億
７
８
２
０
万
円

相
手
先

ニ
チ
ゾ
ウ
テ
ッ
ク
・
興
亜
特
定

　
　
　
　
建
設
工
事
共
同
企
業
体

主
な
事
業
内
容

【
歳
入
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
１
６
８
万
円

　
※
財
源
と
し
て
、
予
備
費
か
ら
も
補
填

を
行
っ
た
。

【
歳
出
】

高
齢
者
す
ま
い
る
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
８
６
６
万
円

　
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
課
税
世
帯

を
対
象
に
、
一
人
1
万
円
を
給
付
し
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
生
活

の
安
定
を
図
る
も
の
。

原
油
等
高
騰
対
策
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
５
０
万
円

　
燃
料
費
及
び
光
熱
費
の
経
費
が
増
え

て
い
る
町
内
事
業
者
（
農
業
・
漁
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
・
製
造
業
そ
の
他
各
種
事

業
者
）の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
も
の
。

問
（
林
議
員
）		

物
価
高
騰
の
影
響
は
年
齢
に
関
係

な
く
受
け
て
い
る
。
65
歳
以
上
の
高
齢

者
ば
か
り
で
な
く
、
65
歳
未
満
に
も
給

付
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
（
町
長
）	

	

く
ら
し
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
は
痛
感
し
て
い
る
。
臨
時
国
会
で
予

算
審
議
さ
れ
る
の
で
、
結
果
に
よ
り
真

摯
に
検
討
し
て
い
く
。

11月22日（火）　令和４年第４回臨時会

家計と経営にスマイルを
議案２件が提出され、全会一致で可決した。

工
事
請
負
契
約

一
般
会
計
補
正
予
算

な
が
す
未
来
館
空
調
設
備
改
修
工
事

（
第
２
期
）

快適な文化活動を！

問
（
濱
㟢
議
員
）	

	

未
来
館
を
建
設
し
た
時
は
、
建
設

工
事
と
空
調
工
事
等
を
分
離
発
注
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮

し
た
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）	

	

総
合
的
に
、
全
部
の
建
て
直
し
で

な
く
エ
ア
コ
ン
の
空
調
設
備
の
改
修
な

の
で
一
つ
の
工
事
と
し
た
。
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

町政を問う　一般質問

一般質問　目次

一般質問では、議員が町に対して、町政全般にわたって施策を問いただす。
12月定例会では７人の議員が登壇し、一般質問を行った。
議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに掲載している。

質問項目 質問者 ページ

学校図書室、町図書館の利用状況や 
取組について 福田　史治 8

町の将来を担うリーダー育成を 竹本　信次 9

高校生までの医療費無償化の検討を！
福本みや子 10

保護者の学びの場を支援する取組は

強盗致傷事件について 
（防犯カメラは役に立ったか）

濱㟢　　久 11空き地等の管理について罰則を

教育委員会の答弁は虚言では

地域福祉センターを地域に愛される施設に 前田美和子 12

教員の働き方改革について超過勤務時間は
改善されたのか 林　　敏哉 13

経済的理由で就学困難な児童生徒への支援は 荒木　睦子 14

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）

一 般 質 問

7



町
政
を
問
う

教
育
振
興
基
本
計
画
に
は
「
誰
も
が

利
用
で
き
る
運
営
や
連
携
し
た
取

組
を
推
進
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）		

移
動
図
書
館
や
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
あ
り
あ
け
圏
域
電
子
図
書
館
の

他
、
配
本
事
業
が
あ
る
。
こ
れ
は
小
中

学
校
に
配
本
を
行
う
も
の
で
、
合
計
で

１
万
１
２
１
冊
の
利
用
実
績
が
あ
る
。

ま
た
、
町
図
書
館
の
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を

各
学
校
に
設
置
し
て
い
る
。

問
移
動
図
書
館
の
利
用
者
に
小
学
生

は
含
ま
れ
る
の
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

一
般
が
主
で
、
含
ま
れ
な
い
。

問
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
で
利
用
す
る
電
子

図
書
館
の
、
小
中
学
生
の
貸
出
件

数
の
実
績
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

42
件
で
あ
る
。

問
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
電
子
図
書

館
に
接
続
で
き
る
の
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

今
は
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
が
未
発
行
な

の
で
で
き
な
い
が
、
今
後
、
ル
ー
ル
等

を
整
備
し
、
検
討
し
た
い
。

問
図
書
館
ま
つ
り
と
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
内
容
と
成
果
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

１
２
３
人
の
来
場
者
が
、
本
の
リ

サ
イ
ク
ル
会
、
貸
出
体
験
、
う
ち
わ
作

り
等
を
楽
し
ん
だ
。

問
町
図
書
館
と
学
校
図
書
室
が
連
携

し
た
配
本
事
業
の
学
校
別
の
実
績

は
。答

（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

六
栄
小
４
０
５
６
冊
、
腹
赤
小

２
９
５
０
冊
、
長
洲
小
３
４
５
冊
、
清

里
小
２
２
９
０
冊
、
長
洲
中
２
４
０
冊
、

腹
栄
中
２
４
０
冊
で
あ
る
。

問
各
学
校
の
貸
出
冊
数
、
蔵
書
数
の

未
達
成
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

国
の
基
準
を
目
標
と
し
て
整
備
し

て
い
き
た
い
。

問
利
用
人
数
は
。
ま
た
、
年
度
末
ま

で
の
目
標
値
は
あ
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

実
人
数
で
六
栄
小
１
７
０
０
人
、

腹
赤
小
１
５
２
８
人
、
長
洲
小
１
４
５
３

人
、
清
里
小
６
４
１
人
、
腹
栄
中
５
９	

２
人
、
長
洲
中
６
３
６
人
で
合
計
６
５	

５
０
人
で
あ
る
。
目
標
値
は
な
い
。

問
貸
出
数
の
年
度
目
標
値
と
予
算
の

執
行
率
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

貸
出
数
は
、
ク
ラ
ス
単
位
で
目
標

設
定
し
、
推
進
中
。
予
算
は
年
度
末
に

１
０
０
％
執
行
す
る
。

問
今
、
児
童
生
徒
に
人
気
の
あ
る

ジ
ャ
ン
ル
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

一
番
が
文
学
（
物
語
や
童
話
）、

次
に
歴
史
、
自
然
や
科
学
。

問
今
後
の
電
子
図
書
館
の
普
及
の
取

組
は
。

答
（
町
長
）	

	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
子

ど
も
達
が
一
層
本
に
親
し
み
、
触
れ
合

え
る
よ
う
に
環
境
整
備
に
取
組
み
た
い
。

学校図書室、町図書館の
利用状況や取組について

ＩＣＴ社会の到来により 
子ども達が本に親しみ 
触れ合えるように取組みたい

答

福
ふく
田
だ
　史

ふみ
治
はる

議員

学校図書関連統計資料

○貸出し冊数・蔵書数（R4.11月末現在）
学校名 貸出し冊数 蔵書数 学校図書基準 達成率（％）
六栄小学校 24,583 6,642 7,960 83.4
腹赤小学校 19,113 5,858 7,000 83.7
長洲小学校 11,533 8,785 7,960 110.4
清里小学校 5,154 5,591 6,040 92.6
腹栄中学校 3,370 8,548 8,480 100.8
長洲中学校 2,303 8,332 8,480 98.3
合計 66,056 43,756 45,920 95.3

○学校図書購入費の状況（R4.11月末現在）
学校名 R４年度予算額（円） R４.11月末現在執行額 執行率（％）

六栄小学校 251,000 203,115 80.9
腹赤小学校 193,000 159,203 82.5
長洲小学校 251,000 228,889 91.2
清里小学校 155,000 105,677 68.2
腹栄中学校 155,000 76,765 49.5
長洲中学校 155,000 102,630 66.2
合計 1,160,000 876,279 75.5

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）

一 般 質 問

8



町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

組
織
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
、リ
ー
ダ
ー

が
優
秀
で
な
い
と
組
織
を
活
性
化

す
る
こ
と
は
難
し
い
。「
人
材
を
変
え
、

組
織
を
変
え
、
地
域
を
変
え
る
」
こ
と

を
目
的
に
、
町
の
将
来
を
担
う
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

	

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
行
わ
な

い
と
、
ま
ち
の
発
展
に
は
つ
な
が
ら
な

い
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
管
理
能
力
）・

企
画
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
率
先
し
て
い
く
。

問
「
自
ら
学
ぶ
職
員
」
は
増
え
て
い 

る
か
。
学
び
の
成
果
が
共
有
さ
れ

自
ら
学
ぶ
こ
と
を
応
援
し
合
い
、
高
め

合
う
文
化
、
風
土
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）	

	

各
職
員
の
担
当
業
務
や
階
層
別
等

に
お
け
る
定
例
的
な
研
修
会
、
先
進
地

視
察
研
修
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
等
に
多

く
の
職
員
が
参
加
し
、
学
ん
だ
知
識
や

情
報
は
、
課
内
や
業
務
を
連
携
す
る
職

員
間
で
共
有
し
、
業
務
改
善
や
新
規
事

業
へ
の
取
組
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

問
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
意
欲
・

や
る
気
）を
高
め
る
た
め
に
、
個
々

の
職
員
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
い
き
い

き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
や
る

気
を
引
き
出
す
評
価
や
人
事
配
置
等
、

適
切
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ど
う
取

組
ん
で
い
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

人
事
評
価
を
年
２
回
実
施
し
、
そ

の
結
果
は
昇
給
・
昇
格
・
勤
勉
手
当
の

成
績
率
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

全
職
員
に
意
識
調
査
を
実
施
し
、
職
員

の
適
性
や
希
望
し
た
い
業
務
・
異
動
課

等
の
把
握
を
行
い
、
人
事
配
置
等
の
参

考
に
し
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
て
い
る
。

問
来
年
度
か
ら
定
年
引
上
げ
の
影
響

に
よ
り
職
員
の
新
規
採
用
が
減
少

し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か
ら

は
若
手
職
員
の
育
成
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
に
、
新
た
に
人
材
育
成
推
進
室

（
人
事
・
職
員
研
修
）
を
設
置
し
、
そ

の
体
制
整
備
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

	

強
い
組
織
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
、
人

材
育
成
の
担
当
部
署
を
つ
く
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
対
応
す
る
。

町の将来を担うリーダー育成を

リーダー育成を率先していく答

竹
たけ
本
もと
　信

しん
次
じ

議員

 新時代における人材育成推進体制の整備を

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）

一 般 質 問

9



町
政
を
問
う

諸
物
価
が
高
騰
し
、
家
計
を
圧
迫
し

て
い
る
。
高
校
生
の
い
る
家
庭
で

は
、
学
費
、
通
学
定
期
代
、
塾
費
用
、

部
活
動
費
等
教
育
費
が
か
か
る
。
子
育

て
支
援
の
町
と
し
て
、
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
償
化
に
期
待
す
る
声
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
の
か
。

答
（
町
長
）	

	

先
の
定
例
会
で
も
質
問
さ
れ
、
検

討
す
る
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
今
回
更

な
る
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

助
成
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

第
２
期
で
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
」
の
生
活
習
慣
等
の
調
査
が

あ
っ
て
い
る
。
最
近
、
朝
ご
は
ん
を
食

べ
て
い
な
い
子
や
身
支
度
に
手
間
取
る

子
等
が
気
に
な
る
が
、
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）		

幼
少
時
期
か
ら
の
習
慣
づ
け
が
大

切
で
あ
り
、
保
護
者
へ
の
生
活
習
慣
の

改
善
や
子
育
て
情
報
提
供
が
重
要
で
あ

る
。
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
の

便
り
等
を
保
護
者
へ
配
布
し
、
学
校
と

も
連
携
し
な
が
ら
周
知
・
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。

問
家
庭
は
生
活
習
慣
や
自
立
心
を
育

む
環
境
を
整
え
る
も
の
だ
が
、
叱

り
方
、
褒
め
方
、
成
長
の
遅
れ
等
の
悩

み
に
対
し
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を

学
ぶ
場
が
必
要
だ
。
そ
う
い
う
支
援
は

あ
る
の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）		

子
育
て
の
不
安
を
解
消
し
、
自
信

を
つ
け
た
り
、
仲
間
を
見
つ
け
る
こ
と

等
を
目
的
と
し
た
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
叱
ら
ず
褒
め

る
こ
と
を
学
び
、
前
向
き
に
子
育
て
に

関
わ
る
よ
う
に
す
る
も
の
だ
。
毎
年
10

名
ほ
ど
が
参
加
し
て
お
り
、
継
続
し
て

い
き
た
い
。

問
来
年
度
か
ら
こ
ど
も
家
庭
庁
が
発

足
す
る
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
組
む
の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）		

こ
ど
も
家
庭
庁
は
、『
こ
ど
も
ま

ん
な
か
社
会
』
の
実
現
を
掲
げ
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
と
家
庭
支
援
に
努

め
て
い
く
も
の
だ
。
平
成
29
年
か
ら
始

ま
っ
た
子
育
て
世
代
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
は
ぐ
く
み
館
は
、
妊
娠
期
か
ら
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
取
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
当
事
者
の
目
線
に
立
っ

た
施
策
や
課
題
に
包
括
的
に
取
組
み
、

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
支
援
に
努

め
て
い
く
。

高校生までの医療費 
無償化の検討を！

新年度から医療費助成を実施！答

福
ふく
本
もと
みや子

こ

議員

健康な食生活で高校生生活をエンジョイして！
（文部科学省ホームページより）

保
護
者
の
学
び
の
場
を
支
援
す
る

取
組
はペ

ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
る

答

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）

一 般 質 問

10



町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

先
日
発
生
し
た
強
盗
致
傷
事
件
は
、

町
史
に
残
る
大
き
な
事
件
で
あ
っ

た
が
ス
ピ
ー
ド
解
決
で
安
堵
し
た
。
こ

の
際
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
役
に
立
っ
た
か
。

答
（
町
長
）	

	

町
境
、
道
路
、
通
学
路
を
中
心
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
93
台
設
置
、
運
用
し
て

い
る
。
荒
尾
署
よ
り
早
期
解
決
に
役

立
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

問
今
後
の
防
犯
対
策
、
Ｐ
Ｒ
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
町
長
）	
	
色
々
と
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
よ

う
に
、
町
民
の
命
、
財
産
を
守
る
た
め

に
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
犯
罪
を
起
こ

さ
な
い
、
交
通
事
故
を
出
さ
な
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
提
案
を
受
け
入
れ
な

が
ら
取
組
む
。

問
隣
接
地
に
迷
惑
を
か
け
る
空
き
地

等
の
適
正
な
管
理
の
意
識
啓
発
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）	

	

雑
草
、
雑
木
等
の
繁
茂
問
題
も

年
々
増
え
隣
接
地
の
居
住
者
か
ら
の
相

談
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
町
環
境
美
化

条
例
に
よ
り
、
草
刈
り
等
環
境
美
化
の

徹
底
を
通
知
等
で
お
願
い
し
て
い
る
。

問
全
国
的
な
例
は
な
く
と
も
町
独
自
で

罰
則
を
設
け
る
等
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）	

	

検
察
庁
の
検
察
官
に
刑
罰
起
訴
の

権
限
が
あ
る
の
で
協
議
し
て
確
認
す
る
。

ま
ず
は
、
防
犯
上
の
問
題
や
、
煙
草
の

ポ
イ
捨
て
に
よ
る
火
災
対
策
等
明
記
し

た
緊
急
性
及
び
危
険
性
の
あ
る
通
知
文

で
対
応
す
る
。

問
今
ま
で
の
矛
盾
す
る
答
弁
は
、
住

民
に
謝
罪
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）		

判
決
を
受
け
る
に
当
た
り
、
反
省

と
謝
罪
を
含
め
て
真
摯
に
受
け
止
め
て

い
る
。

問
矛
盾
し
て
い
な
い
と
答
弁
す
る
が
、

議
事
録
に
記
録
が
あ
る
で
は
な
い

か
。
長
洲
中
学
校
の
暴
力
事
件
で
は
、

そ
う
や
っ
て
当
時
１
年
生
の
女
子
生
徒

に
嘘
を
つ
き
、
そ
れ
が
ば
れ
て
損
害
金

を
町
の
税
金
か
ら
支
払
っ
た
の
か
。

『
綸り
ん
言げ
ん
汗
の
如ご
と
し
』、
矛
盾
す
る
回
答
は

ど
う
始
末
す
る
の
か
伺
う
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

裁
判
で
争
う
前
は
、
教
育
委
員
会

に
過
失
が
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
だ
っ

た
。
判
決
後
は
、
司
法
の
判
断
に
よ
り

過
失
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
再
発
防
止
に
取
組
む
と
、
以
前
か

ら
謝
罪
と
反
省
を
含
め
答
弁
し
て
き
た
。

【
綸
言
汗
の
如
し
】
か
い
た
汗
は
体
内

に
戻
ら
な
い
よ
う
に
、
天
子
の
言
葉（
綸

言
）
も
取
消
せ
な
い
こ
と
を
い
う
。

　
天
子
と
は
天
皇
・
君
主
の
こ
と
。

強盗致傷事件について
（防犯カメラは役に立ったか）

荒尾警察署より報告受けた答

濱
はまさき
㟢　久

ひさし

議員

空
き
地
等
の
管
理
に
つ
い
て
罰
則
を

検
察
庁
と
協
議
し
確
認
す
る

答

空き地管理の 
意識啓発は？

住民の命、財産を守る防犯カメラ

教
育
委
員
会
の
答
弁
は
虚
言
で
は

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）
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町
政
を
問
う

台
風
時
の
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
施
設
の
利
用
が
少
な

い
。
有
効
活
用
を
す
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）	

	

社
会
情
勢
や
周
辺
の
環
境
も
大
幅

に
変
化
し
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

問
大
規
模
災
害
時
、
第
２
の
防
災	

拠
点
と
し
て
重
要
な
施
設
で
あ

る
。
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
で
は
利

用
検
討
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
の
利
用

の
形
態
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

	

介
護
予
防
施
設
等
の
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
、
33
箇
所
の
介
護
予
防
拠
点
で
の

活
動
展
開
等
で
状
況
が
変
化
し
、
施
設

の
利
用
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
現
状
で

あ
る
。

問
周
囲
は
小
学
校
、
フ
ッ
ト
サ
ル
場
、

認
定
こ
ど
も
園
、
レ
イ
ン
ボ
ー
み

や
の
に
囲
ま
れ
、
子
育
て
世
帯
の
定
住

が
進
み
、
子
ど
も
達
の
声
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
。
近
隣
の
自
治
体
で
は
、
時
代

に
あ
っ
た
施
設
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
、

民
間
と
連
携
し
て
図
書
館
に
学
習
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
、
有
効
利
用
さ
れ
て
い

る
。
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
の
部
屋

を
学
習
室
と
し
て
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

未
来
館
で
は
ホ
ワ
イ
エ
北
側
に

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
並
べ
、
学
習
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
。
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
設
置
は
検
討
す
る
。

問
六
栄
小
学
校
東
校
舎
は
、
学
童
保

育
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
利
用

し
て
い
る
が
、
老
朽
化
の
た
め
、
公
共

施
設
総
合
管
理
計
画
で
は
除
却
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。
安
全
安
心
な
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

解
体
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ

せ
、
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
。

問
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
一
つ
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
捉
え
る
と
、
地
域
住

民
の
交
流
の
場
、
ま
た
、
子
ど
も
、
子

育
て
世
帯
を
総
合
的
に
取
り
込
む
施
設

と
し
て
最
適
で
は
な
い
か
。
気
軽
に
足

を
運
べ
る
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
。

答
（
町
長
）	

	

避
難
所
と
し
て
、
ま
た
、
現
状
を

把
握
し
、
施
設
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
く
。

地域福祉センターを
地域に愛される施設に

ニーズを踏まえ
有効活用を検討する答

前
まえ
田
だ
美
み
和
わ
子
こ

議員

みんなの集いの場所に

周囲は子ども達の声で
にぎわっている

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

改
正
給
特
法
第
７
条
の
主
旨
で
、
文

部
科
学
省
は
、
教
員
の
長
時
間
労

働
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
た
め
に

残
業
の
上
限
を
「
月
45
時
間
、
年
間

３
６
０
時
間
」
と
定
め
た
。
令
和
３
年

度
、
年
間
３
６
０
時
間
を
超
過
し
た
教

員
は
何
名
い
た
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長)	

	

小
学
校
で
42
名
、
中
学
校
で
27
名

で
あ
っ
た
。

問
１
日
に
換
算
す
れ
ば
90
分
の
残
業

で
は
収
ま
ら
な
い
教
員
が
、
か
な

り
の
数
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
始

業
時
刻
前
に
出
勤
し
、
学
校
業
務
に
必

要
な
業
務
を
行
っ
た
場
合
は
、
超
過
勤

務
時
間
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

時
間
外
在
校
時
間
に
含
ま
れ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
で
は
、
始
業
時
刻
前
に
出
勤
し
、

残
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

校
長
、
教
頭
の
管
理
職
も
含
め
、

私
ど
も
も
認
識
し
て
い
る
。

問
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
始

業
時
刻
前
の
超
過
勤
務
時
間
と
業

務
内
容
の
把
握
を
求
め
る
。

答
（
教
育
長
）		

実
態
把
握
は
必
要
と
考
え
る
。
改

善
策
を
現
場
と
教
育
委
員
会
で
検
討
し

て
い
く
。

問
学
校
の
業
務
に
必
要
な
業
務
を
持

ち
帰
り
、
残
業
を
行
っ
て
い
る
こ

と
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

把
握
し
て
い
る
。

問
文
部
科
学
省
は
、
持
ち
帰
り
業
務

の
縮
減
の
た
め
、
実
態
把
握
に
務

め
る
よ
う
に
指
針
を
告
示
し
て
い
る
。

持
ち
帰
り
業
務
の
実
態
把
握
を
要
望
す

る
。答

（
教
育
長)　

	
	

業
務
内
容
を
精
査
し
て
、
教
員
の

負
担
軽
減
に
向
け
実
態
を
調
査
の
上
、

改
善
し
て
い
く
。

問
２
つ
の
中
学
校
に
お
い
て
、
免
許

外
の
教
員
が
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
生
徒
に
対
し
て
専
門
的
な
知
識
や

技
能
、
経
験
を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か

な
指
導
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
ど
の
様
な
対
策
が
必
要
か
。

答
（
教
育
長
）		

教
員
の
定
数
を
根
本
的
に
改
善
す

る
た
め
に
、
早
急
な
実
現
に
向
け
声
を

あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
同
感
で
あ
る
。
根
本
的
な
問
題
は

教
師
の
必
要
定
数
の
不
足
で
あ

り
、
義
務
標
準
法
の
見
直
し
に
よ
る
定

数
増
や
、
教
育
予
算
の
増
加
が
必
要
と

考
え
る
。
国
へ
の
要
望
が
必
要
な
課
題

も
あ
る
が
、
本
町
の
課
題
と
し
て
出
来

る
と
こ
ろ
は
率
先
し
て
速
や
か
に
取
組

む
こ
と
を
要
望
す
る
。　

教員の働き方改革について 
超過勤務時間は改善されたのか

令和３年度は令和２年度に
比べ小中学校とも改善された答

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

急がれる教員の働き方改革

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）
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町
政
を
問
う

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
申
請
状
況
を

伺
う
。

答
（
教
育
長
）		

令
和
４
年
11
月
末
現
在
で
１
２
９

人
が
申
請
し
て
い
る
。

問
申
請
者
の
う
ち
認
定
を
受
け
た
の

は
１
０
０
人
で
あ
る
が
、
29
人
が

認
定
を
受
け
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

前
年
の
収
入
に
よ
っ
て
認
定
基
準

を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
。

問
申
請
書
類
に
認
定
基
準
を
示
す
も

の
を
配
布
さ
れ
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

申
請
書
と
一
緒
に
就
学
援
助
制
度

の
目
的
、
内
容
、
対
象
と
な
る
人
の
認

定
の
方
法
は
周
知
し
て
い
る
が
、
認
定

基
準
は
お
知
ら
せ
し
て
い
な
い
。

問
平
成
17
年
度
よ
り
国
の
補
助
が
廃

止
さ
れ
、
税
源
移
譲
、
地
方
財
源

措
置
が
取
ら
れ
、
各
市
町
村
の
単
独
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
の
補
助

が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
認
定
基
準
や

補
助
対
象
品
目
の
変
更
は
あ
っ
た
の

か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

国
庫
補
助
対
象
外
と
な
っ
た
以

降
、
認
定
基
準
や
対
象
品
目
の
変
更
は

な
い
。

問
県
が
出
し
て
い
る
「
令
和
３
年
度

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校

等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調

査
」
で
、
不
登
校
の
子
ど
も
が
毎
年
増

え
て
い
る
が
、
町
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

過
去
３
か
年
の
状
況
は
、
令
和
元

年
度
13
人
、
令
和
２
年
度
20
人
、
令
和

３
年
度
14
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
不
登
校
の
要
因
は
ど
う
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
か
。
参
考
と
し
て
、

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
無
気

力
、
不
安
が
49
．
７
％
、
生
活
の
リ
ズ

ム
の
乱
れ
、
非
行
が
11
．
７
％
、
い
じ

め
９
．
７
％
、
親
子
の
関
わ
り
方
８
％

と
な
っ
て
い
る
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

や
は
り
一
番
多
い
理
由
は
無
気

力
、
家
庭
で
の
生
活
リ
ズ
ム
、
生
活
習

慣
の
乱
れ
が
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。

問
今
後
、
中
学
校
が
統
合
し
、
な
じ

め
な
く
な
る
生
徒
が
不
登
校
に
陥

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
ま
す
ま
す

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
「
ウ
ィ
ン
グ
」
の
必

要
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
早
め
の
指
導

が
必
要
で
は
。

答
（
教
育
長
）		

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
「
ウ
ィ
ン
グ
」

を
中
心
に
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
子
ど
も
は
、
学
校
に
お
い
て
も
手
厚

い
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

経済的理由で就学困難な
児童生徒への支援は

認定基準に基づき
必要な援助を行っている答

荒
あら
木
き
　睦

むつ
子
こ

議員

子どもの居場所づくりに

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は

子
ど
も
や
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
っ
て
い
く

答

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）
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委員会は、町の問題点等の調
査・審査、改善や対応策を協議
する。また、視察や研修を行い、
議員の資質向上に努めている。 委 員 会 活 動

10月～12月
主な協議内容

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

広
報
調
査
特
別
委
員
会

〇長洲町水道ビジョンの内容について
〇水道料金の改定について
　長洲町の水道事業の経営の実態について調査し、今後の方向性について協議している。

〇�陳情３号　「消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書」を政府に送付するこ
とを求める陳情書
〇�陳情４号　「消費税率５％以下への引き下げを求める意見書」を政府に送付すること
を求める陳情書
　12月定例会で付託され、現在審査している。

〇中学校規模適正化（統合）事業の進捗状況
　令和６年４月開校に向けた準備の状況、とくに通学
時の安全面等について報告を受けた。今後、道路整備
については来年度の予算に反映される。
〇腹栄中学校改修工事
　エレベーター設置等による校舎のバリアフリー化を
はじめとした工事の内容や、入札スケジュールについて。
〇清里小学校体育館工事
　改修によって学童保育、避難所に活用できること等
について。
〇原油価格高騰等に伴う電気料金の補正
〇新川漁港（長洲町地区）の維持管理に関する玉名市との基本協定書の締結
〇長洲きんぎょ村の貸付に係るプロポーザルの選定結果

　11月24日、グランメッセ熊本において熊本県町村議会
広報コンクール表彰式及び町村議会広報研修会が行われ
た。
　パネルディスカッションでは受賞した町議会が登壇し、
それぞれの取組や工夫を聞くことができた。潮さい150
号についても審査を受け、良いコメントをいただいたが、
改善点もあった。住民に伝わる広報づくりため、より一
層の努力をしていく。

研修報告

パネルディスカッションの様子

腹栄中の西側に門を新しく設置する

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）

委員会活動
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※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に来てみらんね！

　

■問い合わせ先

電話　７８－３２９１
議会事務局

手続きは住所・氏名・年齢を書くだけです

次の定例会は

開会の予定です
月６日（月）３

町民のひろば町民のひろば

傍聴席から 地域リポート

ひ 

と 

言

ひ 

と 

言

　傍聴に行って感じ、思ったことは、残念ながら

傍聴者が少なく、町民は議会に対して関心が低い

ということです。

　議員、執行部ともに住みよく暮らしやすいまち

にしようと知恵を出し、議論されていますが、１

人でも多くの人が議会へ足を運ぶ工夫を考えて欲

しいです。

　町民も、議会は他人ごとではなく、自分ごと

であることを認識し、関心を持ってほしいもの

です。

　200年以上に及ぶと推定される玉藤群（藤の樹

木）を有する梅田天満宮がある。昭和61年に長

洲町文化財の指定を受け、梅田区の住民から守

り育てられている。かなりの老木であり、５年間、

町の補助金で樹木医の治療を受けている。今年

も素晴らしい玉藤を見ることができるだろう。

尾上　惠子さん（70代・女性） 梅田区

く
表
現
す
る
に
は
？
議
論
を
重

ね
、
文
章
を
練
り
、
校
正
し
て
い

く
作
業
に
熱
く
な
る
。

　

的
ば
か
い
の
的
は
、
地
域
の
絆

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
し
っ
か
り

と
編
み
込
ま
れ
る
。

　

議
会
広
報
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
ば
っ
ち
り
組
み
な
が
ら
、
親
し

ま
れ
役
に
立
つ
紙
面
づ
く
り
を
し

た
い
。　

（
福
本
）

　

県
の
広
報
研
修
会
で
、
潮
さ
い

の
記
念
す
べ
き
１
５
０
号
を
審
査

し
て
も
ら
い
、
よ
い
刺
激
を
受

け
、
意
識
新
た
に
編
集
に
携
わ
っ

て
い
る
。

　

編
集
会
議
で
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ

を
モ
ニ
タ
ー
で
共
有
し
始
め
た

ら
、
一
気
に
盛
り
上
が
り
作
業
は

進
み
出
す
。
議
会
で
審
議
し
た
内

容
を
、
住
民
目
線
で
分
か
り
や
す

広
報
調
査
特
別
委
員
会

発
行
責
任
者

委
員
長
　
荒
木
　
睦
子

副
委
員
長
　
福
田
　
史
治

委
　
員
　
田
成
　
　
護

委
　
員
　
前
田
美
和
子

委
　
員
　
林
　
　
敏
哉

委
　
員
　
福
本
み
や
子

委
　
員
　
濱
村
　
芳
光

議
　
長
　
福
永
　
栄
助

　的ばかいの的は毎年編まれ、
直径60cm、重さ６kgにもなる。
東西南北の４人で作業する等の

決まりがあり、その作り方は門外不出とされてい
る。神事の後、的は切り分けられ、無病息災・家
内安全のお守りとして地域に配布された。

表紙に
ついて

  
議
長
 福
永
栄
助

広
報
調
査
特
別
委
員
会 〒869‐0198 熊

本
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郡
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大
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長
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2766 
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編
　
 集

な
が
す
議
会
だ
よ
り

2023年
２
月
15日

発
行

N
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潮さい（R5.２.15 No.152） 16「ながす議会だより 潮さい」は
　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索




